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１．平成23年12月期第３四半期の連結業績（平成23年１月１日～平成23年９月30日） 

  

  
２．配当の状況 

  

３．平成23年12月期の連結業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日） 

  

      平成23年11月10日

上場会社名 株式会社大日光・エンジニアリング 上場取引所 大 

コード番号 6635 ＵＲＬ http://www.dne.co.jp       

代表者    （役職名）代表取締役社長 （氏名）  山口 侑男 

問合せ先責任者（役職名）取締役副社長兼務経営企画室長 （氏名）  為崎 靖夫 ＴＥＬ 0288－26－3930 

四半期報告書提出予定日 平成23年11月14日 配当支払開始予定日 ―   

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無   

四半期決算説明会開催の有無    ： 無     

(1）連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第３四半期  27,967  2.8 647 △4.6 667  8.0  344 △3.5

22年12月期第３四半期  27,218  35.2 679 － 618  －  357 －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  

  円 銭 円 銭

23年12月期第３四半期  127  86 － －

22年12月期第３四半期  132  47 － －

(2）連結財政状態  

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第３四半期  23,584  2,318  9.5  829 10

22年12月期  20,525  2,138  10.1  768 89

（参考）自己資本 23年12月期第３四半期 2,234百万円 22年12月期 2,075百万円 

  年間配当金

  第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年12月期  －  －  0 00 － － 8 50  8  50

23年12月期  －  －  0 00 －      －         

23年12月期（予想）                    17 00  17  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期  38,517  5.7 780 15.2 627 1.1 370  14.9  137 15

（注）当四半期における業績予想の修正有無  ：  無



４．その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

  
  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

  

(1）当四半期中における重要な子会社の異動  ： 無

新規 －社 （社名） 除外 －社 （社名） 

(2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有  

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 

② ①以外の変更        ： 無 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期３Ｑ 2,700,000株 22年12月期 2,700,000株

② 期末自己株式数 23年12月期３Ｑ 5,052株 22年12月期 185株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期３Ｑ 2,698,142株 22年12月期３Ｑ 2,699,923株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の経済情勢は、ギリシャに端を発した欧州危機と米国経済減速が同時進行する中、円

高長期化の様相が高まってきており、中国を始めとする新興国経済成長スピードの鈍化も見られ、さらにはタイにお

ける大洪水発生による部品のグローバルサプライチェーン寸断が加わり、製造業にとっては大変厳しい状況が示現い

たしました。 

東日本大震災から半年以上が経過し、ようやく復興に向けての経済活動が本格化する兆しが見えてきた矢先に起

こったマイナス要因によって、先行き不透明感が増してきた状況となっております。 

このような経営環境下、当第３四半期連結累計期間の経営成績は下記のとおりとなりました。 

日本は、電子部品実装部門においては、情報通信機器向けが震災で落込んだ生産をカバーするための増産に加え

て、アミューズメント機器向けも増産となりました。機構組立部門においては、レンズ組立も震災で落込んだ生産を

カバーするための増産がピークとなったことに加えて、POS端末も増産に転じたことから、前第３四半期連結累計期

間に比べて微増となりました。 

アジアは、電子部品実装部門においては、香港・中国深圳子会社が、情報通信機器向けを中心に増産となり、中

国無錫子会社も、情報通信機器向けの増産に加えて交通インフラ・自動車関連機器向けが増産となりました。機構組

立部門も、中国無錫での生産が震災による部品供給問題終息により堅調に推移し、全体でも前第３四半期連結累計期

間に比べて増加いたしました。 

以上の結果、連結売上高は27,967百万円（前年同期比2.8%増）となりました。 

損益面では、アジアにおいては人件費・補材費の高騰、円高による日本からの輸入部品価格の上昇というマイナ

ス要因があったものの、日本における増産によってカバーした結果、連結営業利益は647百万円（前年同期比4.6%

減）となりました。 

営業外損益は、引続き海外子会社における人民元高による為替差益計上が主因で改善いたしました。 

以上の結果、連結経常利益は667百万円（前年同期比8.0%増）となり、特別損益および法人税等ならびに少数株主

利益を加減した結果、連結四半期純利益は344百万円（前年同期比3.5%減）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は23,584百万円（前連結会計年度末比3,059百万円増）となりまし

た。 

 流動資産は、現金及び預金並びに受取手形及び売掛金が増加したこと等により18,965百万円（前連結会計年度末比

2,656百万円増）となりました。 

 固定資産は、日本で工場建設用地を取得したこと等により4,619百万円（前連結会計年度末比402百万円増）となり

ました。 

 当第３四半期連結会計期間末における負債は21,266百万円（前連結会計年度末比2,879百万円増）となりました。 

 流動負債は、支払手形及び買掛金、短期借入金及び１年内返済予定の長期借入金が増加したこと等により15,485百

万円（前連結会計年度末比2,124百万円増）となりました。 

 固定負債は、社債及び長期借入金が増加したこと等により5,781百万円（前連結会計年度末比754百万円増）となり

ました。 

 純資産合計は、利益剰余金が増加したこと等により2,318百万円（前連結会計年度末比179百万円増）となりまし

た。 

  

(キャッシュ・フローの状況) 

  当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

903百万円増加し、2,736百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は下記のとおりであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

  営業活動の結果使用した資金は579百万円(前年同期は412百万円の獲得)となりました。 

  仕入債務の増加715百万円があった一方、売上債権の増加1,876百万円があったこと等によるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

  投資活動の結果使用した資金は917百万円(前年同期比495百万円増)となりました。 

  有形固定資産の取得による支出930百万円があったこと等によるものであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

  財務活動の結果獲得した資金は2,448百万円(前年同期は342百万円の使用)となりました。 

  社債の償還299百万円があった一方、短期借入金の純増875百万円及び長期借入金の純増1,441百万円があったこ 

  と等によるものであります。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

 東日本大震災発生による生産への影響は軽微でありましたが、その後顕現した欧州危機、米国経済減速、中国を中

心とする新興国経済成長スピードの鈍化という要因によって、情報通信機器向けユニットを中心に先行き不透明感が

高まってきていることに加えて、タイの大洪水によって寸断された部品サプライチェーンの影響が懸念される状況と

なっております。 

 一方では、当社グループの第４四半期生産見通しは、今期としての生産ピークは過ぎたものの比較的堅調に推移す

ると見込んでおります。従い、平成23年2月10日付「平成22年12月期決算短信」で公表いたしました平成23年12月期

通期業績予想を変更いたしません。 

 今後業績予想を修正する必要があると判断した場合は、適時に開示してまいります。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① たな卸資産の実地棚卸の省略 

 第２四半期連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の減価償却については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計基準等の改正に伴う変更 

 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

  これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は０百万円、税金等調整前四半期純利益は

１百万円減少しております。また当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は２百万円でありま

す。 

② 表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,736,717 1,833,188

受取手形及び売掛金 8,883,110 7,185,243

商品及び製品 669,817 691,350

仕掛品 797,130 520,384

原材料及び貯蔵品 5,275,216 5,196,742

繰延税金資産 42,057 28,773

その他 566,110 857,977

貸倒引当金 △4,304 △4,536

流動資産合計 18,965,854 16,309,125

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,956,083 2,950,508

減価償却累計額 △1,904,276 △1,846,493

建物及び構築物（純額） 1,051,807 1,104,014

機械装置及び運搬具 4,298,819 4,336,733

減価償却累計額 △2,595,175 △2,451,822

機械装置及び運搬具（純額） 1,703,644 1,884,911

土地 465,568 185,568

建設仮勘定 393,000 －

その他 579,221 571,654

減価償却累計額 △392,038 △367,646

その他（純額） 187,183 204,008

有形固定資産合計 3,801,203 3,378,502

無形固定資産 90,228 91,741

投資その他の資産   

投資有価証券 229,503 275,227

保険積立金 397,245 377,492

繰延税金資産 35,997 32,369

その他 99,582 96,027

貸倒引当金 △34,662 △34,662

投資その他の資産合計 727,667 746,455

固定資産合計 4,619,099 4,216,699

資産合計 23,584,954 20,525,824
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,339,564 6,758,975

短期借入金 3,734,152 3,012,136

1年内返済予定の長期借入金 2,821,582 1,965,288

1年内償還予定の社債 397,000 370,500

未払法人税等 124,895 202,847

リース債務 50,103 39,480

賞与引当金 27,000 －

その他 991,179 1,011,467

流動負債合計 15,485,477 13,360,696

固定負債   

社債 584,000 410,250

長期借入金 5,071,878 4,486,885

繰延税金負債 － 846

退職給付引当金 33,396 24,869

リース債務 88,189 102,682

資産除去債務 2,616 －

その他 1,012 1,000

固定負債合計 5,781,093 5,026,533

負債合計 21,266,570 18,387,229

純資産の部   

株主資本   

資本金 856,300 856,300

資本剰余金 563,300 563,300

利益剰余金 1,606,115 1,284,078

自己株式 △2,345 △112

株主資本合計 3,023,369 2,703,566

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △61,709 △15,765

繰延ヘッジ損益 △187 △549

為替換算調整勘定 △727,098 △611,387

評価・換算差額等合計 △788,995 △627,702

少数株主持分 84,009 62,730

純資産合計 2,318,383 2,138,594

負債純資産合計 23,584,954 20,525,824
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 27,218,526 27,967,462

売上原価 25,388,649 26,099,658

売上総利益 1,829,877 1,867,803

販売費及び一般管理費 1,150,835 1,219,853

営業利益 679,041 647,950

営業外収益   

受取利息 2,241 1,016

受取配当金 4,845 6,928

消耗品等売却益 28,105 44,495

為替差益 31,377 98,795

その他 46,293 40,238

営業外収益合計 112,862 191,475

営業外費用   

支払利息 130,802 134,926

その他 43,073 36,869

営業外費用合計 173,875 171,795

経常利益 618,028 667,630

特別利益   

固定資産売却益 4,089 －

投資有価証券売却益 2 －

特別利益合計 4,091 －

特別損失   

固定資産売却損 17,035 1,203

固定資産除却損 277 2,701

投資有価証券売却損 4 －

投資有価証券評価損 － 2,181

災害による損失 － 6,463

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,427

特別損失合計 17,317 13,977

税金等調整前四半期純利益 604,802 653,652

法人税等 227,462 287,388

少数株主損益調整前四半期純利益 － 366,263

少数株主利益 19,681 21,278

四半期純利益 357,658 344,984
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 604,802 653,652

減価償却費 430,023 394,165

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △231

受取利息及び受取配当金 △7,086 △7,945

支払利息 130,802 134,926

社債発行費 4,883 4,041

為替差損益（△は益） 37,168 24,171

有形固定資産売却損益（△は益） 12,946 1,203

有形固定資産除却損 277 2,701

投資有価証券売却損益（△は益） 2 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,181

売上債権の増減額（△は増加） △905,735 △1,876,504

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,117,547 △501,254

仕入債務の増減額（△は減少） 1,618,800 715,376

賞与引当金の増減額（△は減少） 23,100 27,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,047 8,527

未収消費税等の増減額（△は増加） △18,177 47,497

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,591 △3,615

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,427

その他 △177,040 289,516

小計 642,674 △83,160

利息及び配当金の受取額 7,538 7,956

利息の支払額 △128,343 △136,213

法人税等の支払額 △109,209 △368,466

法人税等の還付額 － 436

営業活動によるキャッシュ・フロー 412,660 △579,446

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △453,399 △930,935

有形固定資産の売却による収入 43,309 37,704

無形固定資産の取得による支出 △884 △3,441

投資有価証券の取得による支出 △14,944 △1,243

投資有価証券の売却による収入 1,629 －

その他 2,062 △19,753

投資活動によるキャッシュ・フロー △422,227 △917,669
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △242,695 875,155

長期借入れによる収入 1,700,000 3,160,000

長期借入金の返済による支出 △1,805,861 △1,718,713

社債の発行による収入 390,000 500,000

社債の償還による支出 △354,000 △299,750

自己株式の取得による支出 － △2,233

配当金の支払額 △22,883 △21,191

その他 △7,178 △44,420

財務活動によるキャッシュ・フロー △342,619 2,448,846

現金及び現金同等物に係る換算差額 △114,420 △48,201

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △466,606 903,528

現金及び現金同等物の期首残高 3,104,458 1,833,188

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,637,851 2,736,717
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該当事項はありません。  

  

  

１ 事業の種類別セグメント情報  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至平成22年９月30日） 

 電子部品受託加工事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別のセグメント情報の記載を省略しております。 

２ 所在地別セグメント情報  

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア……中国、台湾、ベトナム等 

  

  

３ 海外売上高  

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する国又は地域の内訳 

アジア…中国、台湾、ベトナム等 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  11,185,195  16,033,331  27,218,526  ―  27,218,526

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 3,785,962  1,971,265  5,757,227 ( )5,757,227  ―

計  14,971,157  18,004,596  32,975,754 ( )5,757,227  27,218,526

営業利益  867,267  21,246  888,514 ( )209,472  679,041

  アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）   16,033,331  16,033,331

Ⅱ 連結売上高（千円）  ―  27,218,526

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 58.9  58.9
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 ［セグメント情報］  

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、生産・販売を基礎とした所在地別のセグメントから構成されており、「日本」及び「アジア」の

２つを報告セグメントとしております。 

 各報告セグメントでは、主にプリント配線基板への電子部品実装、デジタルカメラ用のレンズ周辺、移動式端末及

び医療機器等の組立加工を行なっております。 

 また、各々の現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開して

おります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年９月30日） 

（注）１ セグメント利益の調整額△213,494千円には、セグメント間取引消去6,636千円、各報告セグメントに配 

    分していない全社費用△220,131千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな 

        い一般管理費であります。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント

合計 調整額（注１） 
四半期連結損益
計算書計上額
（注２） 日本 アジア

売上高           

外部顧客への売上高  11,199,047  16,768,415  27,967,462  －  27,967,462

セグメント間の内部売上高又は
振替高  3,206,576  2,095,081  5,301,657  (5,301,657)  －

計  14,405,623  18,863,496  33,269,120  (5,301,657)  27,967,462

セグメント利益又は損失（△）  981,342  △119,896  861,445  (213,494)  647,950

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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